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二
〇
一
五
年
初
め
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
出
版
社
「
ギ
ペ
リ
オ
ン
」

【Гиперион

は
ギ
リ
シ
ア
神
話
中
の
神
の
名
、
日
本
語
で
は
木
製
の
衛
星
の
名
と

し
て
は
ヒ
ュ
ペ
リ
オ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
駆
逐
艦
の
場
合
は
ハ
イ
ペ
リ
オ
ン
と
表
記
】
で
、

『
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
史
料
に
み
ら
れ
る
日
本
・
朝
鮮
史
』【《И

стория 

Я
понии и Кореи в документах Российского государственного архива 

В
оенно-М

орского Ф
лота

》】
と
題
さ
れ
た
目
録
、
定
例
文
書
館
案
内
書
が
出
版
さ

れ
た
。
目
録
作
成
作
業
に
お
い
て
基
礎
に
お
か
れ
た
の
は
、
大
規
模
な
フ
ォ
ン
ド
文

書
「
ア
レ
ク
セ
エ
フ
、
エ
ヴ
ゲ
エ
ニ
イ
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
チ
、
提
督
（ф. 32

）」
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
文
書
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
の
時
期
の
日
露
相
互
関
係

に
関
す
る
客
観
的
で
、
極
め
て
興
味
深
い
情
報
を
含
ん
で
い
る
。

　

そ
れ
以
外
に
、
目
録
に
は
さ
ら
に
三
つ
の
フ
ォ
ン
ド
の
文
書
が
あ
る
。「
極
東
総

督
海
軍
暫
定
軍
令
部
《В

ременны
й морской ш

таб наместника на Д
альнем 

В
остоке

》」（ф. 467

）、「
極
東
総
督
海
軍
陸
戦
隊
参
謀
本
部 《М

орской походны
й 

ш
таб наместника на Д

альнем В
остоке

》」（ф. 469

）、
そ
し
て
「
太
平
洋
艦
隊

《Эскадра Тихого океана

》」（ф. 650

）
で
、
同
様
に
、
上
記
の
テ
ー
マ
に
付
き

関
連
文
書
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

新
し
い
目
録
は
既
に
、
日
露
関
係
の
研
究
者
た
ち
、
お
よ
び
、
ロ
シ
ア
の
学
術
機

関
の
研
究
者
た
ち
に
好
評
を
得
て
い
る
。
エ
ヴ
ゲ
エ
ニ
イ
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ア
レ

ク
セ
エ
フ
提
督
の
生
涯
と
業
績
に
直
接
関
係
の
あ
る
文
書
が
基
本
文
献
に
な
っ
て
い

る
以
上
、
歴
史
家
や
同
時
代
に
生
き
た
人
々
の
ア
レ
ク
セ
エ
フ
に
関
す
る
情
報
や
分

析
が
極
め
て
多
様
で
、
必
ず
し
も
偏
頗
が
な
い
と
は
言
い
き
れ
な
い
こ
と
を
考
え
れ

ば
、こ
の
卓
越
し
た
非
凡
な
人
物
に
関
し
て
こ
こ
で
述
べ
る
こ
と
は
適
切
で
あ
ろ
う
。

　

エ
ヴ
ゲ
エ
ニ
イ
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ア
レ
ク
セ
エ
フ
提
督
は
、
お
そ
ら
く
、
一
九

世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
の
ロ
シ
ア
の
歴
史
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
毀
誉
褒
貶
の

あ
る
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
個
人
的
長
所
や
専
門
的
業
績
の
評
価

に
関
す
る
反
応
は
様
々
で
あ
る
中
で
、
こ
の
人
物
は
世
紀
を
跨
ぎ
、
海
軍
庁

【М
орский ведомств

】
の
軍
人
、
そ
し
て
、
ロ
シ
ア
の
外
交
官
と
し
て
非
常
に
顕

著
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

提
督
の
活
動
の
一
般
的
評
価
は
芳
し
く
な
い
。

　

そ
れ
は
、
歴
史
家
の
著
作
に
お
け
る
よ
り
は
む
し
ろ
、
提
督
の
同
時
代
に
生
き
た

人
々
何
人
か
の
回
想
録
の
中
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｅ
・
Ⅰ
・
ア
レ
ク
セ
エ
フ
に
つ
い
て
最
も
激
し
く
か
つ
一
貫
し
て
悪
意
に
満
ち
た

態
度
を
と
っ
た
の
は
、
大
蔵
大
臣
で
伯
爵
セ
ル
ゲ
イ
・
ユ
ー
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ウ
イ
ッ

テ
で
あ
る
。
ウ
イ
ッ
テ
は
自
己
の
回
想
録
の
中
で
、
提
督
の
外
交
舞
台
に
お
け
る
活

動
を
評
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
「
ア
メ
リ
カ
も
イ
ギ
リ
ス
も
日
本
も
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
同
盟
国
も
、
公
然
と

で
あ
れ
、
秘
密
裏
に
で
あ
れ
、
か
つ
て
一
度
も
満
州
を
我
々
に
渡
す
こ
と
に
同
意
し

な
か
っ
た
わ
け
で
、
そ
し
て
中
国
も
ま
た
同
様
で
、
一
方
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
い

ず
れ
に
し
て
も
、
満
州
全
土
を
占
領
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
戦
争

は
と
う
て
い
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
の
確
信
を
持
ち
続
け
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を

ロ
ー
ゼ
ン
男
爵
［
駐
日
公
使
、
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注
］
は
理
解
し
て
い
な
か
っ

た
。
従
っ
て
、
ロ
ー
ゼ
ン
は
そ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
時
期
に
日
本
と
交
渉
を
行
う
に

エ
ヴ
ゲ
エ
ニ
イ
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ア
レ
ク
セ
エ
フ
提
督　
―
海
軍
司
令
官
に
し
て
政
治
家
―

セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
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は
不
適
切
な
外
交
官
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
や
彼
は
実
質
的
に
は
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
の

よ
う
な
狡
賢
い
ア
ル
メ
ニ
ア
人
［
提
督
は
母
方
が
ア
ル
メ
ニ
ア
人
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ

ス
キ
ー
注
］
の
主
導
の
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
尚
更
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
私

は
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
を
こ
の
よ
う
に
性
格
付
け
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
た
ち
を
侮
辱
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
実
際
、
全

ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
民
族
性
を
ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
下
劣
な
本
質
と
同
一
視
す
る
こ
と

は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
と
っ
て
屈
辱
的
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
私
が
言
い

た
い
の
は
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
そ
の
本
性
に
お
い
て
ち
っ
ぽ
け
で
不
誠
実
な
商
売
人

で
あ
り
、
国
家
を
担
う
外
交
官
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
」。

　

さ
ら
に
続
く
。

　
「【
陸
海
】
統
合
軍
総
司
令
官
【Главнокомандую

щ
им 

армией

】
に
任
命
さ
れ

た
の
は
ア
レ
ク
セ
エ
フ
で
あ
る
。
極
東
総
督
で
あ
る
。
彼
は
、
た
だ
の
一
度
も
戦
士

で
あ
っ
た
こ
と
は
な
く
、
陸
軍
を
指
揮
し
た
こ
と
も
た
だ
の
一
度
も
な
く
、
自
己
の

海
軍
内
の
出
世
で
す
ら
、
海
軍
勤
務
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
外
交
手

腕
に
よ
り
獲
得
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
私
の
よ
う
な
程
度
の
者
が
統
合
軍
司
令
官
に

な
っ
た
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
程
度
の
司
令
官
で
し
か
な
か
っ
た
」

　

こ
こ
で
ウ
イ
ッ
テ
は
、
穏
や
か
な
言
い
方
を
し
て
も
、
真
実
に
叛
き
、
感
情
に
流

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ウ
イ
ッ
テ
外
相
と
エ
ヴ
ゲ
エ
ニ
イ
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ア

レ
ク
セ
エ
フ
の
個
人
的
な
敵
対
関
係
が
原
因
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
何
人
か
の
著
名
な
人
物
た
ち
も
ま
た
、
提
督
の

こ
と
を
あ
ま
り
高
く
評
価
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
ア
レ
ク
セ
エ
フ
、
こ
れ
は

ロ
シ
ア
の
狡
猾
な
悪
魔
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皇
帝
は
ア
レ
ク
セ
エ
フ
を
頼
っ
て

お
り
、
自
己
の
信
頼
感
を
失
い
た
く
な
い
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
が
ど
う
な
ろ
う
と
、

ど
う
で
も
い
い
の
だ
ろ
う
」
と
有
名
な
ロ
シ
ア
の
啓
蒙
家
Ａ
・
Ｓ
・
ス
ヴ
ォ
リ
ン
は

一
九
〇
四
年
夏
、
日
記
に
書
い
て
い
る
。

　

皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
は
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
に
対
す
る
社
会
活
動
家
や
政
治
家
の
否

定
的
な
見
方
を
熟
知
し
て
い
た
が
、
実
際
、
提
督
に
対
し
大
き
な
好
感
と
信
頼
の
こ

も
っ
た
態
度
で
接
し
、
そ
れ
に
対
す
る
目
撃
談
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、

一
九
一
一
年
に
示
さ
れ
た
も
の
で
、
国
会
と
海
軍
省
と
の
間
に
起
こ
っ
た
政
治
的
軋

轢
か
ら
海
軍
大
臣
の
更
迭
問
題
が
起
こ
っ
た
時
で
あ
る
。
当
時
の
ロ
シ
ア
帝
国
閣
僚

会
議
議
長【председатель С

овета министров Российской империи

】Ｐ
・
Ａ
・

ス
ト
ル
イ
ピ
ン
と
の
会
話
の
中
で
、
ニ
コ
ラ
イ
二
世
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　
「
国
会
と
共
通
の
言
葉
で
話
せ
る
で
あ
ろ
う
提
督
は
た
だ
一
人
し
か
知
ら
な
い
。

ア
レ
ク
セ
エ
フ
だ
。
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
一
般
的
意
見
は
提
督
に
対
し
あ
ま
り
に

も
否
定
的
だ
。
提
督
に
な
ん
ら
罪
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
だ
。」

　

Ａ
・
Ａ
・
イ
グ
ナ
チ
エ
フ
は
自
己
の
回
想
録
の
中
で
、
一
九
〇
四
年
満
州
行
き
列

車
の
中
で
ア
レ
ク
セ
エ
フ
に
会
っ
た
時
の
印
象
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
「
汽
車
の
豪
華
な
客
室
サ
ロ
ン
の
中
で
待
つ
こ
と
し
ば
し
、
我
々
の
と
こ
ろ
に
、

総
督
本
人
、
年
の
こ
ろ
五
十
歳
ほ
ど
、
顎
と
頬
に
、
黒
い
、
い
く
ら
か
、
白
い
も
の

の
混
じ
っ
た
髭
を
生
や
し
、
黒
い
抜
け
目
の
な
い
目
を
し
た
、
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
人

物
が
現
れ
た
。
こ
の
男
は
、
金
色
の
肩
章
の
付
い
た
黒
い
海
軍
の
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト

を
着
用
し
て
い
た
が
、
そ
の
上
に
は
三
羽
の
黒
い
鷲
と
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
組
み
合
わ

せ
頭
文
字
が
刺
繍
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
完
璧
に
、
提
督
、
同
様
に
、
侍
従
武

官
長
の
地
位
に
相
当
す
る
こ
と
を
示
す
…
。
総
督
の
断
固
と
し
た
口
ぶ
り
は
我
々
の

気
に
入
っ
た
。
個
人
的
に
は
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
の
各
種
指
令
に
対
す
る
彼
の
鋭

い
批
評
に
さ
え
も
驚
き
は
し
な
か
っ
た
。
諸
省
庁
の
種
々
の
馬
鹿
さ
加
減
に
つ
い
て

は
、
幼
少
時
か
ら
、
父
か
ら
非
常
に
聞
き
な
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
お
そ
ら
く
、
こ
の

ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
独
立
独
行
ぶ
り
は
や
は
り
彼
の
出
自
か
ら
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

彼
は
【
皇
帝
】
ア
レ
ン
サ
ン
ド
ル
二
世
の
庶
子
で
あ
る
、
つ
ま
り
、【
皇
帝
】
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
三
世
の
兄
で
あ
る
と
根
強
く
言
わ
れ
て
い
る
。」

　

個
人
的
な
資
質
で
は
な
く
、
最
後
の
情
況
が
ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
生
涯
と
業
績
に
否

定
的
印
象
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
だ
。
同
様
な
噂
、
ま
し
て

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）
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や
公
式
に
は
確
証
が
な
い
噂
は
、
し
ば
し
ば
、
司
令
官
や
下
僚
た
ち
を
含
め
、
他
の

人
々
と
普
通
の
関
係
を
築
く
上
で
助
け
に
な
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
反
対
に
邪
魔
に
な

る
。
提
督
の
出
自
を
皇
室
と
繋
げ
る
確
た
る
証
拠
は
と
ど
こ
に
も
見
つ
け
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
外
見
が
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ル
二
世
と
明
ら
か
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
公
式
に
は
ア

レ
ク
セ
エ
フ
の
父
親
は
、退
役
海
軍
少
佐【капитан-лейтенант

】で
あ
る
イ
ワ
ン
・

マ
ク
シ
モ
ヴ
ィ
チ
・
ア
レ
ク
セ
エ
フ
（
一
七
九
六
―
一
八
四
九
）
で
、
一
八
三
二
年

の
退
役
ま
で
カ
ス
ピ
海
で
勤
務
し
て
い
る
。

　

我
々
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
現
代
の
戦
史
家
た
ち
は
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
人
格
と

功
績
に
付
き
、
彼
の
同
時
代
人
よ
り
も
、
よ
り
い
っ
そ
う
、
客
観
的
に
、
そ
し
て
よ

く
考
え
抜
い
て
評
価
し
て
い
る
。

　

要
す
る
に
、
提
督
に
つ
い
て
の
情
報
が
我
々
の
と
こ
ろ
に
届
い
た
の
は
、
全
く
矛

盾
だ
ら
け
で
あ
り
、
一
部
は
、
確
実
性
が
少
な
い
も
の
で
あ
る
。
ア
レ
ク
セ
エ
フ
を

知
っ
て
い
る
人
々
は
、
し
ば
し
ば
、
過
度
の
感
情
に
支
配
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

こ
の
非
凡
な
人
物
の
業
績
を
公
正
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
以
下
は
、

こ
の
否
定
的
な
見
解
の
一
面
性
に
対
し
て
、
反
駁
し
訂
正
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
他

な
ら
な
い
。

　

ま
ず
初
め
に
、
未
来
の
極
東
総
督
の
人
生
に
付
き
、
陸
海
軍
と
国
家
の
最
も
高
い

地
位
で
あ
る
そ
の
在
任
期
間
一
八
九
九
―
一
九
〇
五
年
以
前
の
部
分
に
付
き
、
簡
単

に
述
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

未
来
の
提
督
は
一
八
四
三
年
五
月
四
日
に
生
ま
れ
る
。公
式
に
は
、海
軍
士
官
Ⅰ
・

Ｍ
・
ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
家
庭
に
生
ま
れ
て
い
る
が
、
噂
で
は
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

二
世
の
庶
子
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
彼
に
輝
か
し
く
、
急
激
な
出
世
を
提
供

し
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
履
歴
の
大
筋
を
知
る
だ

け
で
も
、
こ
の
未
来
の
提
督
が
な
に
か
不
当
に
早
く
出
世
し
た
と
か
、
例
外
的
に
平

穏
で
快
適
な
勤
務
環
境
だ
っ
た
な
ど
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
如
実
に
分
か
る
。

　

一
八
五
六
年
八
月
、
一
三
歳
の
時
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
海
軍
幼
年
学
校

【М
орской корпус

】
に
入
学
、
卒
業
は
一
八
六
三
年
、
卒
業
後
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ヴ
ァ

リ
ヤ
ー
グ
号
に
乗
艦
し
、
自
分
に
と
っ
て
最
初
の
世
界
一
周
航
海
に
出
発
し
た
。
世

界
周
航
中
、
最
初
は
士
官
候
補
生
に
、
一
八
六
三
年
に
は
海
軍
少
尉
【мичман

】

に
昇
進
し
た
。

　
一
八
六
七
年
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
「
勲
功
と
し
て
」
大
尉
相
当
官
【лейтенантский 
чин

】
に
任
官
、
一
八
六
九
年
Ｇ
・
Ⅰ
・
ブ
タ
コ
フ
少
将
【контр-адмирала

】
の

旗
の
下
、
ク
リ
ッ
パ
ー
艦
ヤ
ホ
ン
ト
号
に
乗
艦
し
、
地
中
海
年
次
遠
距
離
航
海
に
出

発
し
た
。
航
海
は
一
八
七
一
年
ま
で
続
き
、
一
八
七
二
―
一
八
七
七
年
に
は
、
再
び
、

地
中
海
、
大
西
洋
と
、
外
国
航
海
に
出
発
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
是
非
指
摘
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
帆
走
軍
艦
、
ま
し
て
や
排
水
量
が
大
き
く
な
い
艦
船
で

の
航
海
は
、
そ
の
よ
う
な
軍
艦
勤
務
と
そ
の
日
常
生
活
の
条
件
が
極
め
て
厳
し
い
以

上
、
困
難
で
あ
り
、
大
変
な
忍
耐
と
不
屈
を
必
要
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
一
八
七
八
年
三
月
、
ク
レ
ム
リ
ン
砲
台
で
先
任
将
校
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
一
八
八
〇
―

一
八
八
三
年
、
巡
洋
艦
ア
フ
リ
カ
号
を
指
揮
し
、
再
び
世
界
周
航
を
行
う
。
一
八
八

二
年
軍
艦
は
長
崎
に
来
航
す
る
が
、
そ
の
時
ア
レ
ク
セ
エ
フ
少
佐
【капитан-

лейтенант

】
は
、
旭
日
三
等
勲
章
を
授
与
さ
れ
る
。

　

一
八
八
三
年
、
中
佐
に
昇
進
、
コ
ル
ニ
ー
ロ
フ
提
督
号
建
造
の
監
督
の
た
め
フ
ラ

ン
ス
に
派
遣
さ
れ
る
。同
艦
艦
長
に
な
っ
た
の
は
一
八
八
六
年
、同
時
に
大
佐
に
昇
進
。

フ
ラ
ン
ス
で
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
大
使
館
付
海
軍
武
官【морский агент

】の
任
務
を
し
、

フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
情
況
に
関
す
る
大
量
の
重
要
な
情
報
を
本
国
に
送
り
続
け
た
。

　
一
八
八
九
―
一
八
九
一
年
、
巡
洋
艦
コ
ル
ニ
ー
ロ
フ
提
督
号
を
指
揮
し
、
定
時
世
界

周
航
を
行
う
。
一
八
九
二
年
少
将
【контр-адмирал

】、
海
軍
軍
令
部
長
官
補

【помощ
ник Н

ачальника Главного М
орского ш

таба

】
の
職
務
に
任
命
さ
れ
る
。

一
八
九
五
年
一
月
、ア
レ
ク
セ
エ
フ
少
将
は
太
平
洋
艦
隊
長
官
に
な
る
。一
八
九
七
年
春
、

（
６
）
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中
将
【вице-адмиральский чин

】、
黒
海
艦
隊
に
差
遣
さ
れ
た
。
一
八
九
九
年
八
月
、

再
び
太
平
洋
に
戻
り
、
関
東
州
陸
海
軍
総
司
令
長
官
【главного 

начальника 
и 

командую
щ

его войсками Квантунской области и морскими силами

】。

　

こ
の
よ
う
に
、
遠
洋
航
海
を
数
え
上
げ
る
だ
け
で
も
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
自
己
の

海
軍
勤
務
の
大
部
分
が
軍
艦
上
勤
務
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
あ
た

か
も
「
自
己
の
海
軍
内
の
出
世
で
す
ら
、
海
軍
勤
務
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

そ
の
外
交
手
腕
に
よ
り
獲
得
し
て
い
る
」
か
の
よ
う
に
言
う
、
悪
意
に
満
ち
た
者
た

ち
の
捏
造
を
論
破
し
て
い
る
。

　

一
八
九
五
年
、日
露
関
係
間
に
開
戦
に
至
り
か
ね
な
い
深
刻
な
緊
張
が
発
生
し
た
。

こ
れ
に
関
連
し
、
緊
急
課
題
に
な
っ
た
の
は
、
ロ
シ
ア
海
軍
の
太
平
洋
に
お
け
る
基

地
の
確
保
に
関
し
て
で
あ
っ
た
。
一
八
九
五
年
夏
、
太
平
洋
艦
隊
を
指
揮
す
る
ア
レ

ク
セ
エ
フ
提
督
は
、旗
艦
で
あ
る
巡
洋
艦
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
モ
ノ
マ
フ
号
に
乗
艦
し
、

中
国
や
朝
鮮
の
い
く
つ
か
の
港
を
訪
れ
、
戦
争
の
際
、
基
地
と
す
る
に
最
も
ふ
さ
わ

し
い
所
を
中
国
チ
ン
ダ
オ
（
キ
ア
オ
チ
ャ
オ
）【
青
島
】
と
定
め
た
。

　

一
八
九
六
年
初
め
に
至
り
、
ロ
シ
ア
人
海
軍
軍
人
に
、
軍
艦
の
基
地
用
と
し
て
、

朝
鮮
の
不
凍
港
の
ひ
と
つ
を
獲
得
す
る
現
実
の
可
能
性
が
発
生
し
た
。
こ
の
僥
倖
局

面
を
利
用
し
、巨
済
島【остров Каргодо

＝
現
在
のКочж

едо

】獲
得
を
提
起
し
た
。

巨
済
島
は
ロ
シ
ア
海
軍
の
基
地
建
設
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
問
題
は
最
終
的
に

は
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
す
べ
て
、
提
督
が
、
狭
義
の
艦
隊
指
揮
ば
か
り
で
は
な
く
、
外
交

諸
問
題
を
も
う
ま
く
処
理
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
明
ら
か

に
こ
れ
ゆ
え
に
、
一
八
九
九
年
、
中
国
関
東
州
の
租
借
に
際
し
、
諸
事
統
括
の
た
め
、

経
験
の
あ
る
人
物
が
必
要
と
な
っ
た
際
、
人
選
は
ア
レ
ク
セ
エ
フ
中
将
に
下
っ
た
。
ア

レ
ク
セ
エ
フ
は
関
東
州
長
官
、
か
つ
ま
た
、
陸
海
軍
総
司
令
官
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
す
べ
て
の
政
治
行
政
権
力
と
軍
事
権
力
【вся граж

данская и военная 

власть

】
が
一
手
に
集
中
し
た
が
、
そ
れ
は
尖
鋭
化
し
た
地
域
情
勢
の
条
件
下
で
は

特
に
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
八
九
九
年
一
二
月
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
新
し
い
ロ

シ
ア
の
海
軍
基
地
で
あ
る
旅
順
に
到
着
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
ア
レ
ク
セ
エ
フ
が
試
み
た
の
は
、
巨
済
諸
島
【на 

архипелаге 

Каргадо

】
に
拠
を
置
き
、
朝
鮮
で
の
ロ
シ
ア
の
地
位
を
強
化
し
、
モ
ザ
ン
ポ
【
馬

山
浦　

М
озампо

】
地
区
に
は
ロ
シ
ア
海
軍
の
た
め
の
石
炭
倉
庫
を
建
設
し
、
そ
の

後
、
基
地
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
戦
争
に
な
っ
た
場
合
に
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
・
旅
順
間
の
通
信
を
幾
分
で
も
安
全
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

　

だ
が
、
思
惑
は
、
合
理
的
な
結
果
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
中
国
で
は

義
和
団
（
拳
匪
）
の
乱
が
勃
発
し
て
い
た
か
ら
だ
。

　

蜂
起
し
た
人
々
の
一
般
的
な
目
的
は
外
国
人
の
国
土
か
ら
の
追
放
で
あ
っ
た
。
加

速
化
す
る
情
況
下
、
自
己
の
正
当
性
を
主
張
す
る
最
後
の
手
段
、
す
な
わ
ち
力
に
よ

る
干
渉
に
希
望
が
残
っ
た
。
ロ
シ
ア
は
軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
増
強
し
始
め
る
。

　

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
戦
争
に
お
い
て
、
我
が
国
の
連
合
国
の
ひ
と
つ
は
日

本
で
あ
り
、
そ
の
日
本
と
、
ロ
シ
ア
は
わ
ず
か
四
年
後
に
、
し
か
も
同
様
に
中
国
の

領
土
で
、
武
力
紛
争
に
突
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
日
露
両
国
を
除
い
て
も
、
中
国
で

の
軍
事
行
動
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
参
加
し
た
。各
参
加
国
の
目
的
と
課
題
は
様
々
で
、

明
ら
か
に
、
一
部
は
相
互
に
矛
盾
し
て
い
た
。

　

一
九
〇
〇
年
の
軍
事
作
戦
で
最
大
で
鍵
と
な
る
の
は
、
海
軍
と
上
陸
部
隊
が
協
力

し
て
遂
行
し
た
連
合
国
に
よ
る
大
沽
堡
塁
の
奪
取
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
七
月
四
日

夜
半
、
大
沽
堡
塁
は
強
襲
で
奪
取
さ
れ
た
。
中
国
人
は
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
こ
と

に
な
っ
た
。
大
沽
要
塞
の
指
揮
官
、
ロ
・
ユ
ン
グ
ア
ン
【
羅
栄
光
】
は
自
決
し
た
。

中
国
艦
船
は
武
装
解
除
さ
れ
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
命
令
で
、
碇
泊
地
防
衛
網
が
造
ら

れ
た
。

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
10
）

（
11
）
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中
国
の
連
合
国
へ
の
宣
戦
布
告
の
後
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
直
隷
域
で
の
戦
闘
に
お

け
る
【на П

ечелийском театре военны
х действий

】
司
令
官
に
任
命
と
さ
れ
た
。

ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
指
揮
の
下
、
蜂
起
者
に
よ
り
、
満
州
と
東
清
鉄
道
か
ら
遮
断
さ
れ

た
関
東
半
島
【К

вантунскияий полуостров　

遼
東
半
島
】
の
防
衛
線
が
強
化
さ

れ
た
。
提
督
の
命
令
に
よ
り
イ
ン
コ
ウ
【И

нкоу　

営
口
】
に
派
遣
さ
れ
た
急
襲
部

隊
は
ロ
シ
ア
人
に
と
り
大
切
な
港
の
確
保
に
成
功
し
た
。強
襲
の
次
の
日
に
は
既
に
、

ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
市
街
に
到
着
し
、
そ
こ
に
行
政
・
軍
事
組
織
を
創
設
し
た
。

　

一
九
〇
〇
年
九
月
、
提
督
は
自
ら
指
揮
し
、
天
津
側
か
ら
北
京
を
遮
蔽
す
る
ベ
イ

タ
ン
【Бейтан　

北
塘
】
要
塞
を
強
襲
し
、
成
功
す
る
と
と
も
に
、
同
様
に
満
州
南

部
を
ロ
シ
ア
軍
部
隊
が
攻
撃
す
る
際
の
指
揮
も
自
ら
と
っ
た
。

　

明
ら
か
に
中
国
で
の
軍
事
行
動
時
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
、
自
己
の
最
も
良
い
面
を

発
揮
し
、
他
の
人
間
が
彼
の
代
わ
り
に
と
っ
て
か
わ
る
こ
と
な
ど
と
て
も
出
来
な
い

ほ
ど
、
文
字
通
り
極
め
て
効
果
的
に
行
動
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
世
間
一
般
の
意
見
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
提
督
に
は
陸
軍
指
揮
の
経
験
も
ま
た
あ
り
、
完
璧
に
成
功
し
て
い

る
。
義
和
団
の
乱
の
際
の
然
る
べ
き
効
果
的
な
陸
海
両
軍
の
指
揮
に
よ
り
、
ア
レ
ク

セ
エ
フ
中
将
【вице-адмирал

】
は
星
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
付
い
た
金
の
武
器
附
き

の
、「
大
沽
、
天
津
、
北
京
、
一
九
〇
〇
年
」
の
銘
の
入
っ
た
白
鷲
勲
章
を
授
与
さ

れ
た
。
そ
れ
以
外
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ジ
オ
ン
ド
ヌ
ー
ル
・
グ
ラ
ン
・
ク
ロ
ワ
勲
章

【орден П
очетного легиона больш

ого офицерского креста

】、
プ
ロ
シ
ア
の

勲
章
赤
鷲
一
等
勲
章
星
附
、
ベ
ル
ギ
ー
の
勲
章
レ
オ
ポ
ル
ド
大
十
字
勲
章
を
受
章
、

一
九
〇
〇
年
五
月
に
は
侍
從
武
官
長
【генерал-адъю

танты

】
を
下
さ
れ
た
。
そ
の

よ
う
な
た
く
さ
ん
の
勲
功
や
褒
賞
は
祖
国
に
対
す
る
提
督
の
明
白
な
功
績
の
証
拠
で

あ
る
。

　

軍
事
行
動
遂
行
後
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
、
ロ
シ
ア
が
獲
得
し
た
橋
頭
堡
の
強
化
に

着
手
し
た
。
ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
建
議
と
直
接
の
関
与
に
よ
り
、
海
軍
の
増
強
と
関
東

半
島
の
防
衛
強
化
が
始
ま
っ
た
。
関
東
州
全
域
に
お
い
て
ア
レ
ク
セ
エ
フ
司
令
官
が

関
与
し
な
か
っ
た
よ
う
な
問
題
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
沿
岸
要
塞
数
増
強
、
海
軍
基

地
と
街
の
建
設
、
水
路
測
量
、
海
底
掘
削
作
業
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
他
、
新
聞
の
出

版
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
の
治
療
、
図
書
館
に
本
を
置
く
こ
と
に
至
る
ま
で
、
文
字
通

り
こ
ま
ご
ま
し
た
こ
と
が
ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
時
間
を
と
っ
た
。

　

ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
無
尽
蔵
の
精
力
に
よ
り
、
旅
順
は
、
極
め
て
短
時
間
で
、
平
凡

な
中
国
の
村
落
か
ら
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
近
代
的
な
都
市
へ
と
変
貌
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
計
画
さ
れ
た
こ
と
す
べ
て
が
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

だ
が
、
こ
の
短
期
間
に
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
提
督
の
こ
の
ま
ご
う
こ

と
な
き
貢
献
に
対
し
、
Ｅ
・
Ⅰ
・
ア
レ
ク
セ
エ
フ
を
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
陸
軍
大

臣
Ａ
・
Ｋ
・
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
で
さ
え
ア
レ
ク
セ
エ
フ
を
「
旅
順
の
善
良
な
る
英
雄
」

と
名
付
け
た
の
も
ゆ
え
な
き
こ
と
で
は
な
い
。

　

当
時
の
人
々
の
最
も
不
評
を
買
っ
た
の
は
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
外
交
活
動
で
あ
っ

た
。
二
〇
世
紀
の
初
め
、
首
都
で
は
二
つ
の
相
争
う
政
治
集
団
が
成
立
し
て
い
た
。

一
方
は
、
断
固
た
る
対
日
強
硬
派
で
あ
る
内
大
臣
Ａ
・
Ｍ
・
ベ
ゾ
ブ
ラ
ー
ゾ
フ
（
一

八
五
五
―
一
九
三
一
）
が
指
揮
す
る
。
他
方
は
、
極
東
情
勢
に
対
し
比
較
的
穏
健
派

で
あ
る
影
響
力
の
大
き
い
大
蔵
大
臣
Ｓ
・
Ｕ
・
ウ
イ
ッ
テ（
一
八
四
九
―
一
九
一
五
）

が
先
頭
に
立
つ
。
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
は
、
日
本
の
侵
入
を
阻
止
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
段
階
的
「
朝
鮮
の
平
和
的
征
服
」
計
画
を
支
持
し
、
ベ
ゾ
ブ
ラ
ー
ゾ
フ
派
の

方
を
よ
し
と
し
た
。

　

し
ば
し
の
躊
躇
の
後
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
、
よ
り
強
硬
で
断
固
た
る
ベ
ゾ
ブ
ラ
ー

ゾ
フ
派
に
属
す
る
こ
と
を
決
心
し
、
そ
の
た
め
ロ
シ
ア
の
リ
ベ
ラ
ル
派
の
間
で
、
激

し
い
批
判
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
決
心
を
し
た
の
は
、
提
督
に
は
い

く
つ
か
の
明
白
な
理
由
が
あ
る
。
対
日
戦
争
の
場
合
、
主
た
る
攻
撃
力
と
な
る
の
は
、

海
軍
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
戦
争
は
も
は
や
不
可
避
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
を
ア

（
12
）

（
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）
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レ
ク
セ
エ
フ
は
こ
と
さ
ら
よ
く
承
知
し
て
い
た
。
海
軍
の
増
強
の
た
め
に
必
要
と
な

る
の
は
財
源
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
つ
い
も
ウ
イ
ッ
テ
を
筆
頭
と
す
る
大
蔵
大
省
に

よ
り
削
減
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
提
督
は
ベ
ゾ
ブ
ラ
ー
ゾ
フ
派
を
頼
り
と

す
る
こ
と
を
決
心
す
る
。
同
派
は
影
響
力
を
享
受
し
て
お
り
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
の
考

え
で
は
、海
軍
に
対
し
必
要
な
援
助
を
提
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
え
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
、
疑
い
な
く
良
き
目
的
と
同
時
に
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
ア
レ

ク
セ
エ
フ
に
無
縁
と
は
言
え
な
か
っ
た
出
世
意
欲
で
あ
る
。
影
響
力
の
あ
る
同
盟
者

の
支
援
の
下
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
提
督
の
地
位
と
侍
從
武
官
長
の
肩
章
を
得
た
。
急

激
な
出
世
の
極
み
と
な
っ
た
の
が
極
東
総
督
へ
の
任
命
で
あ
る
。
ア
レ
ク
セ
エ
フ
自

身
、
総
督
制
の
賛
同
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
忠
実
で
、
さ
ら
に
軍
人
ら
し
く
、
皇
帝

ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
意
志
に
服
し
た
と
い
う
情
報
が
あ
る
。

　

総
督
は
対
日
強
硬
政
策
へ
と
走
り
、
両
国
関
係
が
悪
化
す
る
中
、
外
交
問
題
に
お

い
て
、
負
の
役
割
を
演
じ
た
。

　

一
九
〇
三
年
一
二
月
、
総
督
は
、
皇
帝
に
対
し
、
シ
ベ
リ
ア
と
極
東
で
は
軍
隊
を

臨
戦
態
勢
下
に
置
き
、
満
州
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
旅
順
に
は
軍
事
制
を
敷
き
、
鴨

緑
河
の
国
境
線
に
軍
隊
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
よ
う
求
め
た
。
一
月
、
皇

帝
は
ア
レ
ク
セ
エ
フ
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
計
画
を
承
認
し
た
。
提
督
は
海
軍
の
増
強

を
粘
り
強
く
求
め
続
け
、
艦
船
・
人
員
の
補
充
の
追
加
予
算
を
獲
得
し
た
。

　

一
九
〇
四
年
一
月
二
四
日
、
日
本
は
ロ
シ
ア
と
の
外
交
関
係
を
断
交
し
た
。
こ
の

後
、
首
都
か
ら
の
相
矛
盾
す
る
指
令
に
よ
り
混
乱
さ
せ
ら
れ
、
総
督
は
、
数
々
の
失

敗
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
提
督
は
旅
順
碇
泊
地
外
港
【на 

внеш
нем 

П
орт-А

ртурском рейде

】
で
の
艦
船
の
防
衛
に
決
定
的
な
方
策
を
と
る
こ
と
が
で

き
ず
、
チ
ェ
ム
リ
ポ
【Чемульпо　

済
物
浦
、
仁
川
の
旧
称
】
に
待
機
す
る
ロ
シ

ア
の
哨
戒
艇
【стационеров

】、
ク
ル
ー
ザ
ー
艦
ヴ
ァ
リ
ャ
グ
号
、
砲
艦
コ
レ
エ
ツ

号
に
応
答
信
号
命
令
を
適
宜
発
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
情
況
偵
察
の
た
め
の
ク
ル
ー

ザ
ー
艦
分
艦
隊
の
出
動
を
遅
延
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
、
ロ
シ
ア
が
対
日
戦
争
開
始
に
失
敗
し
た
原
因
の
一
部
は
間
違
い
な

く
ア
レ
ク
セ
エ
フ
に
あ
る
と
さ
れ
た
。
戦
況
は
深
刻
化
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
軍

事
行
為
の
開
始
と
と
も
に
、
司
令
長
官
に
任
命
さ
れ
た
総
督
に
と
り
、
自
分
の
指
揮

下
に
あ
り
な
が
ら
、
自
分
に
敵
対
し
て
く
る
、
太
平
洋
艦
隊
指
令
長
官
Ｓ
・
Ｏ
・
マ

カ
ロ
フ
海
軍
中
将
、
満
州
軍
指
令
官
Ａ
・
Ｎ
・
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
陸
軍
大
将
等
の
下
僚

が
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
総
督
と
艦
隊
司
令
官
の
間
に
あ
る
一
筋
な
ら
ぬ
関
係
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
Ｓ
・
Ｏ
・
マ
カ
ロ
フ
を
多
岐
に
わ
た
り
支
え
、
海
軍
の
戦
争
準
備

を
高
め
、
旅
順
の
防
衛
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
全
面
的
に
協
力
し
た
。
一

九
〇
四
年
春
、
マ
カ
ロ
フ
が
悲
劇
的
最
期
を
遂
げ
た
後
、
総
司
令
官
は
旅
順
に
到
着

し
、
自
身
で
海
軍
の
指
揮
を
と
っ
た
。

　

提
督
の
海
軍
到
着
と
と
も
に
、
海
軍
軍
人
た
ち
の
戦
闘
行
為
は
中
断
し
た
、
と
の

一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
意
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
、
提
督
の
到
着
直
後
も
、
毎
日
、
碇
泊
地
の
掃
海
は
続
け
ら
れ
、
複
数
の

閉
塞
船
攻
撃
は
撃
退
に
成
功
し
、
水
雷
が
設
置
さ
れ
、
要
塞
防
衛
の
陸
軍
は
強
化
さ

れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
艦
隊
の
装
甲
艦
の
出
動
が
中
断
さ
れ
た

こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

　

ま
も
な
く
、
旅
順
の
陸
路
封
鎖
の
脅
威
と
と
も
に
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
ム
ク
デ
ン

【М
укден　

瀋
陽
、
当
時
の
名
称
は
奉
天
】
に
退
却
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
ム

ク
デ
ン
か
ら
、
麾
下
の
陸
海
全
軍
の
指
揮
を
執
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
だ
い
に
、
満
州
と
関
東
半
島
の
情
勢
は
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
た
。
ロ
シ
ア
陸
軍

は
敗
北
し
、
ロ
シ
ア
海
軍
は
旅
順
に
閉
塞
さ
れ
、
損
失
を
被
り
、
総
督
は
ロ
シ
ア
に

都
合
よ
く
戦
争
を
終
結
さ
せ
る
信
念
を
放
擲
し
始
め
た
。
一
九
〇
四
年
秋
、
ア
レ
ク

セ
エ
フ
は
皇
帝
に
総
司
令
官
を
退
く
こ
と
を
願
い
出
た
。
一
〇
月
、
こ
の
よ
う
な
複

雑
な
決
断
は
辛
い
と
日
記
に
書
き
記
し
、
皇
帝
は
提
督
の
望
み
を
入
れ
た
。
新
し
い

総
司
令
官
に
は
、
Ａ
・
Ｎ
・
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
が
な
っ
た
が
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
総
督

（
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）
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）
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の
地
位
を
、
一
九
〇
五
年
、
つ
ま
り
、
そ
の
職
務
の
廃
止
ま
で
保
持
し
た
。

　

日
露
戦
争
（
一
九
〇
四
―
一
九
〇
五
）
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
敗
北
は
、
ア
レ
ク
セ

エ
フ
の
政
治
的
キ
ャ
リ
ア
を
終
わ
ら
せ
た
。
も
し
戦
争
の
終
結
が
別
の
帰
結
に
な
っ

た
ら
、す
べ
て
が
逆
に
な
り
、提
督
の
誤
算
の
数
々
を
思
い
出
す
人
も
ま
ず
い
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

実
際
は
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
聖
ゲ

オ
ル
ギ
ー
三
等
勲
章
を
授
与
さ
れ
【
一
九
〇
四
年
授
与
】、
海
軍
大
臣
ポ
ス
ト
の
任

命
の
際
に
は
候
補
と
し
て
考
慮
も
さ
れ
た
。

　

最
期
の
日
ま
で
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
、
皇
帝
か
ら
の
信
頼
を
保
ち
続
け
て
い
た
。

だ
が
、
軍
事
・
政
治
の
高
い
要
職
を
占
め
る
こ
と
は
も
は
や
な
か
っ
た
。
名
誉
は
あ

る
と
は
い
え
、
ほ
と
ん
ど
意
味
の
な
い
海
軍
会
議
【А

дмиралтейств-совет

】
と

国
会
【Государственная 

дума

】
の
職
務
に
任
じ
ら
れ
、
重
大
な
政
治
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
は
既
に
な
か
っ
た
。

　

一
九
一
七
年
四
月
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
提
督
は
退
役
し
、
同
年
五
月
、
ク
リ
ミ
ア
の

都
市
ヤ
ル
タ
で
他
界
し
た
。

　

偏
見
な
し
に
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
提
督
の
全
人
生
行
路
を
分
析
し
尽
く
す
と
、
広
く

一
般
に
流
布
し
て
い
る
考
え
方
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
実
に
並
々
な
ら
ぬ
人
間
で

あ
る
、
と
い
う
結
論
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
誰
も
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
提
督
に
も
短
所
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
の
多
大
な
活
動
に

は
欠
陥
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
何
も
し

な
い
者
は
過
ち
を
犯
す
こ
と
も
な
い
の
だ
。
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
何
も
し
な
か
っ
た
、

な
ど
と
非
難
す
る
こ
と
は
、
な
ん
と
し
て
も
絶
対
に
で
き
な
い
。
意
志
が
強
く
、
活

動
的
、
自
己
に
任
さ
れ
た
任
務
に
誠
心
誠
意
対
処
し
、
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
、
一
九
世

紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
の
最
も
す
ぐ
れ
た
海
軍
司
令
官
で
あ
り
政
治
家
の
一
人
で

あ
る
。 

（
有
泉
和
子
訳
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本
研
究
集
会
は
、
基
盤
研
究
Ｓ
「
マ
ル
チ
ア
ー
カ
イ
ヴ
ァ
ル
的
手
法
に
よ
る
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
と
研
究
資
源
化
の
研
究
」（
課
題
番
号
二
六
二
二
〇
四
〇
二
、
研
究
代
表
者
：
保
谷　

徹
）

の
一
環
と
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
も
使
用
し
て
行
な
っ
た
。
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